
様式第１号記 入 例

[bookmark: _GoBack]農地等の権利移動の許可申請書
                                                               令和〇〇年〇〇月〇〇日
三木市農業委員会　会長　　　　　　　宛
                                             　　  申　請　者受付印欄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　譲受人氏名     三木 (ミキ)　太郎 (タロウ) 　   　
                                                  　 譲渡人氏名     兵庫 (ヒョウゴ)　一郎 (イチロウ)　　  　

下記のとおり農地・採草放牧地の権利を移転・設定するについて許可を受けたいので、農地法第３条第１項及び農地法施行令第１条第１項の規定により申請します。
記
	１　権利の種類（該当するものを○で囲むこと。）
	所有権・永小作権・賃借権・使用貸借権・その他（　　　　　）

	２　申請当事者の氏名及び住所（法人にあっては、名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）
（国籍等は所有権移転の場合に記載）
	区　分
	氏　　　名
（名称及び代表者の氏名）
	年齢
職業
	住　　　所
（主たる事務所の所在地）
	譲受・譲渡
貸借の理由

	
	譲受人
	三木　太郎
	( ５５ )
( 農業 )
	三木市○○町○○ ○○番地
	規模拡大

	
	
	国籍等
※１
	日本
	在留資格又は特別永住者
	
	在留期間及び在留期間の満了日
	
	

	
	譲渡人
	  兵庫　一郎　
	( ７０ )
( 無職 )
	三木市○○町○○ ○○番地
	農業廃止

	
	
	認定経営発展法人（該当する場合は右欄に「○」を記入し、認定発展計画の写しを添付）
	

	３　申請に係る土地の所在、字、地番、地目、面積並びに所有者及び所有権以外の使用収益を目的とする権利の設定を受けている者の氏名又は名称
	所　　在
	三木
	市
	　　　○○
	　町　　〇〇　　

	
	字
	地 番
	地　目
	面 積
(㎡)
	所有者の氏名
又は名称
	所有権以外の使用収益を目的とする権利

	
	
	
	登記簿
	現　況
	
	
	権利の種類
及び内容
	権利者の氏名
又は名称

	
	○○
	○○番
	田
	田
	1,000
	兵庫　一郎
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４　権利を移転し、又は設定しようとする契約の内容
	権利を移転し又は設定
しようとする時期
	権利の移転若しくは設定の価格又は賃借料
	左の10a当
たりの価額
	備　　考
（賃貸借の期間、その他）

	
	許可あり次第
	○○○○○○ 円
	○○○○ 円
	

	
	
	
	
	

	
５　譲受人又はその世帯員等が現に所有し、又は所有権以外の使用収益を目的とする権利を有している農地等の利用の状況
　※２
	
区　　分
	所　有　地（㎡）
	所有権以外の使用収益を目的とする権利が設定されている土地(㎡)
	
備考

	
	
	自作地
	貸付地
	非耕作地
	借入地
	貸付地
	非耕作地
	

	
	農　　地
	田
	8,000
	
	
	2,000
	⇐ 神戸市
	
	

	
	
	畑
	1,000
	
	
	
	
	
	

	
	
	樹園地
	2,000
	
	
	
	
	
	

	
	採草放牧地
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　　　計
	11,000
	
	
	
	
	
	

	６　譲受人又はその世帯員等の耕作又は養畜の事業に必要な機械等の所有の状況、農作業に従事する者の数及び配置の状況
	(1) 作付（予定）作物　　※　作付面積は、譲り受ける農地の面積を加算してください。

	
	区　　分
	作付（予定）作物
	作物別の作付面積（㎡）

	
	農　　地
	田
	水稲
	11,000㎡

	
	
	畑
	野菜
	軟弱野菜1,000㎡×4回転

	
	
	樹園地
	果樹（ブドウ）
	2,000㎡

	
	採草放牧地
	

	
	(2) 機械等（機械：トラクター・コンバイン・耕運機・田植機等、家畜：農耕用に使役する牛・馬等）

	
	機械及び家畜の種類
	トラクター
	田植機
	ｺﾝﾊﾞｲﾝ
	乾燥機
	揉摺機
	

	
	所　有
	確保済
	20Ps
1台
	4条植
 1台
	4条刈
 1台
	10石
1台
	
1台
	

	
	
	確保予定
	25Ps
1台
	
	
	
	
	

	
	リース
	確保済
	
	
	
	
	
	

	
	
	確保予定
	
	
	
	
	
	

	
	確保予定の機械等に係る資金調達計画（自己資金、借入れ等）
	自己資金（200万円）

	
	(3) 農作業に従事する者及び配置の状況

	
	権利を取得しようとする者の農業等の経験
	農作業歴　３０年

	
	世帯員等以外による労働力
	区分
	人　　　　数
	農業経験の状況等

	
	
	常時雇用
	現　在（   ）名
	

	
	
	
	増員予定（　　）名
	

	
	
	臨時雇用
	現　在（   ）名
	

	
	
	
	増員予定（　　）名
	

	
	配置の状況
	市町村
	氏　　名
	住所地、拠点となる場所等

	
	
	
	
	

	７　農地法その他の農業に関する法令の遵守の状況等
	別紙１のとおり

	８　農地所有適格法人の要件に関する事項
	別紙２のとおり　←　譲受人が個人の場合は二重線で抹消する。

	９　譲受人又はその世帯員等による耕作又は養畜の事業に必要な農作業への従事状況
（権利を取得しようとする者が個人の場合のみ記入）
	氏　　名
	年齢
	譲受人との続柄
	職業
	年間農作業従事日数

	
	三木　太郎
	５５
	本 人
	農業
	２５０日

	
	三木　花子
	５０
	妻
	農業

	１５０日

	
	三木　英夫
	８０
	父
	無職

	

	
	三木　翔太
	２５
	長男
	会社員兼農業
	６０日

	
	
	
	
	
	

	
	計　 ４ 人（専業者　２ 人　　兼業者　1 人　　その他　１ 人）

	10　譲受人又はその世帯員等が権利の取得後に行う耕作又は養畜の事業が、周辺の農地等の農業上の利用に及ぼす影響及び講ずる措置
	区　分
	該　当
	内　容
	講ずる措置

	
	地域の水利調整等への影響
	有・無
	地域の水利調整に参加し
取り決めを遵守します。
	

	
	地域で慣行的に行われている営農手法への影響
	有・無
	農薬は、地域の防除基準に従います。
	

	
	その他
	有・無
	地域の農地の利用調整に協力します。
	

	11　法第３条第３項の規定により使用貸借による権利又は賃借権を設定する場合に関する事項
	別紙３のとおり　←　譲受人が個人の場合は二重線で抹消する。　

	12　その他参考となる事項及びその他の考慮すべき事項※３
	農機具は自宅倉庫に保管している。



	連絡・照会先
	電話番号
	　０９０－１２３４－４６７８  ←日中の連絡のつく電話番号を記入

	
	氏　　名
	  三木　太郎


※１　国籍等は、住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第30条の45に規定する国籍等（日本国籍の場合は、「日本」）を記載するとともに、中長期在留者にあっては在留資格、特別永住者にあってはその旨を併せて記載してください。法人にあっては、その設立にあたって準拠した法令を制定した国（内国法人の場合は、「日本」）を記載してください。また、在留資格を記載する場合は、在留期間（出入国管理及び難民認定法（昭和26年政令第319号）第２条の２第３項の在留期間をいう。）及び在留期間の満了の日もあわせて記載してください。
※２　「自作地」、「貸付地」及び「借入地」には、現に耕作又は養畜の事業に供されているものの面積を記載してください。また、複数市町村にまたがる場合には、「農地面積(㎡)」欄に市町村別の合計面積を括弧書きで記載してください。
※３　「その他の考慮すべき事項」には、例えば、遠隔地に転居する予定の有無や、在留資格の更新等の見込みなどの考慮すべき事項があれば記載してください。

